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鶴見区区政会議 平成２９年度第２回地域コミュニティ・保健福祉部会 

 

１ 日時 

  平成２９年９月２２日（金） １９時００分～２０時３１分 

２ 場所 

  鶴見区役所 ４階 ４０３・４０４会議室 

３ 出席者 

  （委員） 

  久木部会長、早野副部会長、笹原委員、田中（潔）委員、正脇委員、吉江委員 

  （区役所） 

  野村副区長、嶋原保健福祉課長、小川地域活動支援課長、 

  河本保健福祉課福祉担当課長代理、岡田保健福祉課担当係長、 

  大田保健福祉課担当係長、金森保健副主幹、浅田保健福祉課保健担当課長代理、 

  小谷地域活動支援課担当係長 

４ 議題 

  １． 平成３０年度鶴見区の取組みの方向性について 

５ 議事 

開会 １９時００分 

○岡田保健福祉課担当係長  ただいまから鶴見区区政会議平成２９年度第２回地域

コミュニティ・保健福祉部会を開会いたします。 

 私は本日の司会を務めさせていただきます保健福祉課担当係長の岡田でございます。

よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速ですがこれより議事に入りたいと思いますので、ここからの議事進

行を久木部会長にお願いしたいと思います。 

 部会長、よろしくお願いいたします。 
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○久木部会長  それでは皆さん、改めましてこんばんは。大変蒸し暑い、しかも雨

の中、ご足労いただきまして本当にありがとうございます。 

 この前、皆さんとお会いしたなと思ったら、もうこれが最後の部会ということにな

ります。今までの成果として、最後しっかり締めた意見お願いできればなというふう

に思っておりますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

 それでは、議題１「平成３０年度鶴見区の取組みの方向性」について「地域活動の

活性化と自律的な地域運営」の支援について、事務局から説明をお願いします。 

○小谷地域活動支援課係長  皆さん、こんばんは。地域活動支援課の小谷と申しま

す。私のほうから地域活動の活性化と自律的な地域運営の支援について、ご説明させ

ていただきます。座って説明させていただきます。 

 それでは、お手元の資料をご覧いただけますでしょうか。左側、これまでの取組み

というところでございますが、まず、目的でございます。自律的な地域運営の促進と

いうことで、開かれた組織運営と会計の透明性の確保。それと、地域活動の担い手の

確保や地域活動への参加促進ということで、これらを目的に事業を実施してきている

ところでございます。 

 その囲みの下の取組み実績ということで、これまで実施してきました内容について

記載しております。 

 まず、１点目が会計や広報の勉強会の開催。こちらのほう、会計では本会計や事業

担当者に対して事業計画や決算書の作成支援、会計がスムーズにできるようなデータ

の作成などの支援を行ってまいりました。また、広報では紙面づくりにおいて企画で

すとか、紙面割りなどについての助言。また、紙面チェックのほか、各地域の広報の

体制づくりの支援なども行ってきたところでございます。 

 続きまして、２点目でございます。各地域活動協議会による会計や議事録の公開に

向けた助言・指導ということで、こちらのほうは平成２９年度新たな取組みとなって

おります。こちらのほうにつきましては、この６月に開催いたしました第１回地域コ
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ミュニティ保健・福祉部会の中で、会計の透明性の観点から各地活協自身が会計や決

算など、ホームページ等で公表する必要があるのではないかとの意見を頂戴いたしま

して、現在その公表に向けて中間支援組織と連携して各地域の公表を目指して取組み

を行ってきているところでございます。 

 続きまして、３点目でございます。地域活動や地域の魅力などの情報発信のほうで

ございます。こちらは下のほうに米印がございます。そちらのほうに記載しておりま

すが、平成２８年度に１階の待合ロビーに地域活動情報コーナーを設置し、各地域活

動協議会が発行されました広報紙の掲示を行っております。また、各地域で行われて

いる地域活動の紹介を区の広報紙やホームページで広く区民に情報発信を行ってきて

おります。 

 続きまして、４点目でございます。新たな担い手の確保に向けた支援ということで、

こちらも下段米印に記載しておりますが、今年度はツルラボ、鶴探、井戸端会議の開

催など、新たな担い手の確保に向けた支援を行ってきております。ツルラボにつきま

しては、地域活動にまつわる事例を集めて、それを整理して地域活動に活かしていた

だくための情報共有の場として、５月、６月、８月と防災をテーマに３回開催してま

いりました。また、昨年実施いたしました鶴探も、１１月から４回実施する予定にし

ておりまして、担い手確保のほか、地域と企業・事業所等との連携・交流の促進を図

っていきたいと考えております。 

 続きまして、一番下の仮称となっておりますが、ＴＳＵＲＵＭＩＣ ＡＷＡＲＤ２

０１７の開催ということで、こちらも２９年度新たな取組みといたしております。こ

ちらのほうにつきましては、地域活動協議会の広報力及び認知度の向上を目的に、平

成３０年の３月に実施の予定をしております。今、各地域活動協議会全地域が広報紙

を発行しておりますので、各地域が作成した広報紙を１階の待合ロビーに掲示しまし

て、来庁者に投票していただき、最も多く票をとっていただいた地域を表彰しようと

考えております。 
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 これまでの取組み実績につきましては、以上でございます。 

 続きまして、右側の写真のほうですが、先ほどご説明させていただきましたツルラ

ボの様子を上段のほうに掲載しております。また、下段のほうでは１階の待合ロビー

に設置しております地域活動情報コーナーでございます。通常は各地域が発行しまし

た広報紙を掲示しておりますが、現在は９月１０日の区民まつりで各地域が作成いた

しました各地域活動協議会のパネルを今月９月末まで掲示しております。またお時間

があるときに委員の皆さんもご覧いただけたらと思っております。 

 続きまして、現状・課題のほうでございます。これらの取組みを通じてどういった

ことが課題かというところを私ども考えておりまして、まず１点目が地域活動を行う

スタッフの高齢化ですとか固定化などにより、担い手が不足している。２点目といた

しましては、地域活動協議会に対して、鶴見区まちづくりセンター、（中間支援組

織）に関するアンケートを実施し、どのような支援をしてほしいかという調査をした

結果、担い手確保に向けた支援をしてほしいという回答が一番多かったというところ

でございます。また、この部会の中でもよく担い手の不足というお話しをいただいて

るところでございます。 

 続きまして、一番下の平成３０年度の取組みの方向性ということで２点考えており

ます。 

 まず、１点目につきまして、地域カルテを、この地域カルテというのは一番下のほ

うにご説明させていただいております。地域カルテとは地域の強みや弱みを把握し、

地域の魅力ですとか課題などを共有することができるものでございますが、その地域

カルテを地域活動協議会、区役所、中間支援組織とで共有するとともに、地域の実情

に合った支援を行うということで、こちらのほうも先の６月に開催いたしました第１

回の地域コミュニティ・保健福祉部会の中で頂戴した意見でもございます。 

 それともう１点、誰もが気軽に参加できる場の情報など、活動のきっかけとなる情

報を収集し、情報発信を行うことや地域活動協議会の認知度向上を図ることで、新た
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な担い手の確保につなげるとしております。誰もが気軽に参加できる場というのが、

地域で行われる行事ごと、盆踊りとか防災訓練とか、その他いろいろと実施されてい

ることと思います。そういう場を区役所のほうが情報収集して、区の広報紙とかホー

ムページで広く情報発信していくと。そういった取組みを引き続き３０年も実施して

いきたいと考えております。 

 私のほうからは以上でございます。 

○久木部会長  はい、ありがとうございます。 

 ただいまの説明で何かご質問等ございませんか。もう皆さん今日は我々部会の最後

ですから、思ったことどんどん言っていただいて、少しでも形の残る格好にして終わ

りたいなと思ってますので。 

 ございませんか。 

 ちょっと一つ、私のほうから質問させていただきたいんですけど、これまでの取組

みとして新たな担い手の確保、その取組みをしてきたんでしょう。してきたんですよ

ね。それは今後の課題、現状・課題としても認識してる。これについて、今後の取組

みの方向性というところにその担い手の不足をどうしようか、そういう取組みはなか

なか難しいと思うんですけど、どんな取組みでどうやっていくのかとか、そういうも

のは見える化、可視化できないか。 

○小谷地域活動支援課係長  非常に難しいですね。 

○久木部会長  難しい。 

○小谷地域活動支援課係長  先ほどこれまでの取組みの中で昨年初めて実施しまし

た鶴探なんかでは、各地域活動協議会の活動に携わっていただいてる方も多く参加は

していただいておるんですが、その他若い世代も興味を持って参加いただいてるとい

うのは実際の話ございます。あとはその若い世代と地域をどう結びつけていくかとい

うところを考えてやっていかなあかんなというところは思うんですが、なかなか難し

いところはあるのかなと思いますね。 
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 また、逆にいい手法といいますか、いい考えがあれば教えていただけたらありがた

いなと思うんですけどね。 

○久木部会長  私が特に思うのは、まちセン、今入ってますよね。まちセンと今、

区との連携ってきちっととれてますか？まちセンを、自分のところの補佐的なものと

しか、そういう捉え方してる地域、実は多いんですよ。ちょっと会計だけ手伝ってみ

たいなですね。そもそもまちセンて地域支援、地域の組織支援、地域の活力支援、地

域の自律支援だったはずなんですけど。 

○小谷地域活動支援課係長  まず区役所と中間支援組織まちづくりセンターとは連

携はとれてると言えます。毎週１回必ずミーティングをして、各地域の実情を情報共

有いたしてますし、区役所の地域活動支援の担当者とまちづくりセンターの職員とで

各地域の運営委員会や部会にも出席させていただいております。そういった点ではき

っちりと連携はとれてると思います。 

 また、支援のほうにつきましては、やっぱり各地域それぞれ弱い分野というのがあ

ると思います。できてるところについては、その自律的なというところから徐々に手

を引いていってるというのは確かにありますが、一番弱いところについて力を入れて

今、支援を行ってきているところであります。 

 先ほどおっしゃられたように、広く満遍なく支援できればいいんですけど、今のと

ころはまずできてない弱い部分にスポットを当てて支援をしていってるような状況で

ございます。 

○久木部会長  まあ特効薬がないのは確かにおっしゃるとおりなので、なかなかす

ぐ目先にこうだという解決策あればいいんですけど、ないんです。ただ、地域の新た

な担い手というのは、地域が活発にいろんな事業をやっていく、その中で担い手を見

つけていかないとしょうがないです、実は。だから、むしろ地域を活発に事業できる

ような、そういう自律した地域に持っていくことがまず担い手開発につながるんじゃ

ないかと思います。そういう方向でまたこれやっていただきたいなというふうに思い
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ます。 

○正脇委員  ちょっと僕、意見で。 

○久木部会長  はい、どうぞ。 

○正脇委員  基本的に私は役所の今やっていただいてることについては、何の不満

もないし、非常にありがたく思ってるんですけど、担い手の問題については、私個人

的な意見になると思いますけれど、いずれにしても今部会長言われたような形しかと

れないと。現実問題として、サラリーマンの人とご商売ずっと続けてられてる人との

考え方の差が物すごく大きい。私も長い間地域の活動してますけれど、やっぱり拘束

されるのが嫌だというのが非常に大きな原因になっとるんですね。担い手というのは

やっぱり一つの事業を起こしたり、いろんな活動をしていく場合には、日程も決まる

し時間も決まる。こうなってくると非常にあれもこれもという形になってきますから、

なかなか続けてやってくれる人がおられない。 

 ですから、基本的には違う角度で考えて、もっともっとボランティア的な気持ちを

持った人が非常にたくさんおられると思うんです。いろんな活動、特に私たちのこの

グループのあの問題等については、もっともっとボランティアを必死になって集める

ような活動を、組織的にどうしていったらいいのか、ちょっと私もアイデアはありま

すけど、ちょっとばかなこと言うなと言われるから言いませんけれど、そういう人た

ちをうまく使っていかないと。長になってくれる担い手はいても、まあ私たちは今言

われたようにＰＴＡとか若い子から順番に育てていってますけれど、でもちょっとな

かなか時間もかかるし、それは仕方のないことかと思うんですけど、ボランティアの

ことをもう少し掘り下げて役所で検討していただいたり、よその地域、またはよその

市町村なんかを見ていただいて、鶴見区とどう違うのかというところも含めて考えて

いただかないと、なかなか担い手が本当の意味で余り出てこないんではないかなと。

僕はそう思ってます、この件については。 

○久木部会長  はい、ありがとうございます。正脇委員の意見も参考にしていただ
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いて、また検討していただきたいというふうに思います。 

 ほか何かご意見ございませんか。よろしいでしょうか。 

 では、続きまして地域福祉力の向上ということで、事務局から説明お願いいたしま

す。 

○河本保健福祉課課長代理  すみません、保健福祉課の河本です。よろしくお願い

いたします。 

 それでは、私のほうから地域福祉力の向上ということでご説明させていただきます。 

 これまでの取組みといたしまして、誰もが安心して住みなれた地域で暮らせるよう

に、地域福祉に関する課題の解決に向けたネットワーク構築と、地域での見守り体制

づくりを進めるということを目的にしております。 

 取組み実績といたしましては、現在区社協へ委託をしておりますけど、住民主体の

ネットワーク活動推進事業で、主な業務内容といたしまして上から５つ目までですが、

１つ目のコミュニティソーシャルワーカーの設置は平成２８年度から行っております。 

 続きましての地域福祉コーディネーター、各地域１名、区で１２名の「つなげ隊」

の配置を平成２７年から行っております。地域福祉活動に対する助成ということで、

こちら平成２８年度から必須活動、任意活動という形で助成金を各地域のほうへ区社

協のほうから助成させていただいております。 

 また、有償ボランティア制度の定着ということで、こちら平成２５年から「あいま

ち」という名前で有償ボランティアの仕組みのほうの定着を図っておりまして、現在

３１０名の登録者がいるというふうに聞いております。 

 最後に、各事業や活動に関する広報を随時行っておるところでございます。 

 その下からなんですが、こちら福祉局から社協へ委託されている要援護者の見守り

ネットワーク強化事業といたしまして、要援護者名簿作成への同意の確認と名簿の作

成。これは平成２７年度からです。また、地域活動協議会と民生委員協議会への名簿

の提供。孤独死リスクの高い要援護者の見守り。最後に、認知症高齢者などの徘回時
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のメールの配信という事業を平成２７年度から進めております。 

 最後に、高齢者、障がい者への理解の啓発ということで、講演会の開催や研修など

に取組んでおり、区民で支えよう認知症という講演会のほうを１０月１４日土曜日開

催ということで、昨日も地域行政連絡会などで周知もさせていただいているところで

ございます。 

 また、福祉マップの作成・配付ということで、こちら平成２９年度のＮＥＷという

形になっておりますけども、昨年「つながろうふれあいフェスタ」という障がい者、

高齢者と地域、団体とのつながり、ふれあいをテーマとしたイベントをさせていただ

いたところなんですけれども、次年度については福祉マップを作成することによって

それぞれの当事者の方が使いやすいものをつくろうということで、現在検討して進め

ているところでございます。 

 続いて、現状と課題なんですけれども、１つ目の住民主体のネットワーク活動推進

事業につきましては、この実施によりまして地域の福祉活動が増えまして、活性化が

図られているというふうに考えておりますが、今後定着なり推進のために引き続き実

施内容を検証して進める必要があるというふうにも考えております。また、あいまち

活動ですね、有償ボランティア活動のあいまち活動が増えてきたことによりまして、

今後運営の方法を検討する必要があるというふうに考えております。 

 ２つ目の要援護者の見守りネットワーク強化事業を進めていくために、高齢者同様

に障がい者への理解を深めたり、民生委員さんや地域が実情に応じた連携が図れるよ

うに取り組む必要があるというふうに課題として考えております。 

 そういった中で、平成３０年度の取組みの方向性といたしましては、住民主体のネ

ットワーク活動推進事業の現状や内容を検証いたしまして、拡充をしたような事業を

進めてまいりたいというふうに考えております。 

 また、要援護者の見守りネットワーク強化事業につきましては、地域活動協議会及

び民生委員協議会への名簿の提供なり、障がい者の理解の向上や実情に応じた連携な
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どの事業説明なり情報提供に取り組んでいくということで、継続的に進めてまいりた

いというふうに考えております。 

 最後に、孤独死リスクの高い要援護者の見守りや認知症高齢者等徘回時メールの配

信につきましても、今後継続して取り組んでいくという形になっております。 

 以上であります。 

○久木部会長  はい、ありがとうございます。 

 ただいまの説明について、ご意見ございませんか。 

 今福祉全般について説明していただきました。鶴見区の現状の福祉がこれでいいの

かどうか。あるいは今後こういう方向に進んでほしいとか、何でも結構ですよ。そう

いうものあればおっしゃっていただいて。 

 そしたら、私のほうからちょっと１点、またこれも申し上げるんですけど、現状鶴

見区の福祉事業ですね。全般的に社協が担ってる分野が非常に多いですよね。これ一

つには、社協と鶴見区役所、どういう関係、どういうふうにこう補完し合って動いて

いるのか。そういうのを一回教えていただきたい。 

 例えば、今やってる要援護者ですね。要援護者の名簿作成なんかについても、これ

は多分区としては提供しましたよで終わってるんじゃないかと。例えば、どう活用さ

れてるかという、そういう検証はできてるのかどうか。 

 それと、あの地域福祉コーディネーター、コミュニティソーシャルワーカーも今度

入ってます。コーディネーターも入ってます。これ主に活動してるのは社協のほうが

活動してるんですけど、恐らくそこら辺の実情をもっと変えていこう。もっとやっぱ

り実態に合ったものにしていこうとすれば、今の鶴見区の地域支援課あたりがどんど

ん地域に入っていかないと、社協だけでは到底無理だと思いますよ。 

 ３点目なんですけど、もっとこれ、私これ当初から言ってたんですけど、もっと今

の動き方というのは単年度、単年度と動いてるわけですから、であれば、せめて単年

度の目先どうするか。将来的にここに目標おいてますよ。将来的な目標とか、やっぱ
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り福祉については出していただかないと、もうすぐ２０２５年、２０５０年といろん

な問題・課題あるわけですから、これではやっぱりちょっとね。残念だなと思います

けどね。わかりますよ、それは実態、今のその要員や予算や、いろんな実態ある中で

やってるのはわかりますけど、だったら地域をどうやって使おうかとか、どうやって

地域力を貸してもらうかとかですね、自分たちでできなかったら地域にどういうふう

に問題を下していこうか。実態として地域は全部できてると思ってるんですよ、今。

思ってるんです、みんな。自分ら心配ないと思ってるんですよ。でも決して、僕から

見ると決してそうじゃない。 

 今の鶴見区というのは個人の力が非常に強く働いてるから何とかこう鶴見区もって

ますけど、その辺も考えて一回お答え願えますか。 

○河本保健福祉課課長代理  全てうまくお答えできるかわかりませんけども。 

 まず、要援護者の名簿のことなんですけども、これ実は福祉局のほうから各２４区

全てに要援護者の見守りネットワーク強化事業として委託事業ということでおりてき

ておりまして、見守り相談室というものを区社協の中に現在つくっておりまして、名

簿の活用なんかも含めて進めております。 

 高齢者のほうはもともと防災の関係で災害時要援護者名簿の活用がされておりまし

たので、これまでも見守りも含めて地域の自主防災組織で使っておられる地域もあり

継続して見守りに活用していただいておりました。ただ、なかなか障がい者への地域

の見守り活動へのかかわりが難しいものですから、今年度については、障がい者の要

援護者見守り活動について、もう少し強化していこうというふうなことを考えてとこ

ろです。 

 活用なんですけども、もちろん支援計画というか、支援プランみたいなものはそれ

ぞれの地域ごとにつくっていかなければならないと思いますが、今のところまだ名簿

を提供して、ここから先次どういうふうにしていくかというところを区社協といろん

なところで話しながら進めていくつもりにしております。 
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 ＣＳＷですね、コミュニティソーシャルワーカーさん。こちらは鶴見区独自の取組

みで、主な目的としては、つなげ隊さんが動きやすい環境をつくっていただくために

配置させていただいております。また、あいまち活動もこのＣＳＷさんが中心となっ

て動いておられるところでございます。そのＣＳＷやつなげ隊さんなどの活動を通じ

て、さまざまな、先ほど部会長おっしゃっておられたような集いの場であるとか、あ

るいはそういう見えない地域との関係みたいなものも今後進めていくべきではないか

なというふうに考えておりますし、もちろんつなげ隊さんが中心となってされるネッ

トワーク委員会の会議みたいなものであるとか、つなげ隊の連絡会、あるいはそれぞ

れ事業ごとの区社協との会議には、常に関係する課の職員や、我々も含めて関わりな

がら毎月会議にも参加させていただきながら支援も行っております。もちろん委託事

業ですので、本来区がやる事業につきまして、その専門性なり、あるいはスキルを持

っておられる区社協に委託し、その内容から連携をとって、進めていくというスタン

スは変わらないということでございます。 

 また、地域力の部分なんですけど、介護保険の総合事業が始まりまして、もちろん

その地域の方々の力を借りなければ進められないというのはよくわかりますし、先ほ

どのお話もありましたように、その地域が動きやすい環境をつくることがそういう地

域力を上げて、地域の福祉力を上げる結果になると思いますので、もちろん集いの場

づくりにつきましても、これから先、例えばつなげ隊の連絡会でありますとか、ある

いは生活支援コーディネーターの会議でありますとか、そういうところで一緒になっ

て考えていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○久木部会長  あの結局、今の要援護者の見守りなんかもほとんどの地域というの

は包括か社協がやってるんですよ。本来これは地域がやるべきことでしょう、私から

言うと。 

 例えば、特に介護度なんか日に日に変わるわけですから、１年に１回まわったって、
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それは意味ないわけでしょ。今要介護２でも、３、４になっているかもしれないから。

そうすると、そこをやっぱり地域に頼んでやってくださいよくらいは、やっぱり区が

やらないとちょっとだめじゃないですか、これ。そういうことを期限切ってやるべき

だと僕は言ってるんですよ。そうじゃないと地域は動かない、動けない。結果的にそ

れは地域のためになるんですから、やっぱり誰かが勇気を持ってやらないとだめだと

思います。 

 それを、だから、言葉だけ確かに課長の聞いていたら大丈夫だなというふうに思う

んです。でも大丈夫じゃないんですよ、ですから。そこをやっぱり僕最後ですからね、

言わせていただきますけど、やっぱり地域福祉って本当に地域のために皆さん思って

やっていただいてるんでしたらね、もっと言いにくいこと言いましょうよ、地域。や

ってくれないことをやってくれと言いましょうよ。ほっておいたらこうなりますよと

ちゃんと言ってやらないと、地域わからないから。それを社協や包括に言わすようで

はだめだということです。やっぱり区が動いてもらわないと、ぜひお願いしたいんで

すけどね。 

 もし意見あったら言ってください。 

○河本保健福祉課課長代理  ありがとうございます。 

 もちろん我々が入っている、例えば地域福祉コーディネーターの会議であるとかと

いうのは、もちろん地域の方が出てきておられます、その方たちとの情報共有である

とか、あるいはそういう方たちと情報を密にすることで上がってくる、会長がおっし

ゃられているような地域の状態というのはつかんでいるつもりでございます。それが、

あるいは本来の高齢者支援というもの、例えば、業務の中にも取り込みながら支援を

していけるつもりで、支援もしていけております。もちろん例えば厚生労働省等が出

しているようなクロス集計などでそれぞれの地域の方の介護度が何ぼの方が何人いら

っしゃるということも地域包括支援センターや区社強と共有もできているつもりでご

ざいます。 
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 だから、それを今後地域のほうにもう少し落としていけるような仕組みが必要だと

思いますし、今それぞれのつなげ隊さんは、地域からきていただいているわけですか

ら、その方が、例えば地活協会議で意見を述べていただくとか、あるいは現在区社協

とこういう形でやってますよということを地域に下していくようにできればいいので

はというふうに考えております。 

 ありがとうございます。 

○久木部会長  ぜひお願いします。 

 ほか、吉江委員、何か個人的にございませんか。 

○吉江委員  ちょっとお話聞いておりまして、非常に我々も老人会も担い手とかい

ろんな面で身に迫る話なんですけども、私の校下でもネットワーク委員さん、それか

らふれあい員さん、これはもう高齢化してるんですわ。それでもうやめたいとか、次

はやめるとか言ってるのを聞いたりしてますし、その代わりの人がなかなか出てくれ

ない、協力してくれへんということでね、これ先々また途中空洞になって、そういう

ことになったらまたもうだんだん衰退してしまって、せっかくいい組織が崩れますの

でね。 

 私思いますのは、現にあいまちとかで有償ボランティアしてはる人とか、地域でボ

ランティアしてはる、ＰＴＡの役してはる女性の方とか、いろんなその人らに何とか

入ってもらうように、そういう養成講座みたいなものをやるとか、何かそういう役所

のほうでそういう方々にそういう知識というんですか。簡単なそういうことしてもら

う、月に１回でも２回でも養成して何ら植えつけていくとか、何かはしていかないと

もう放っておいたら入りにくいので入ってこない。だから、今のうちに若い人、やっ

てはる人を何とか引っ張り込むように。 

 昔、保健福祉センター、よく講習やってたでしょ。１９年、２０何年ぐらいまでは

３カ月講習の間とか、いろんな病気の話とか健康の話とか、保健所で。何かあんな形

式で募集しはってやるとか。現に今あいまちなんか相当の人が協力してくれてはるで
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しょ。その人らを何とかそのままの延長線で引っ張り込んでそういうネットワークと

かふれあい員になってもらうようにしていかないと、地域がだんだんもう社協にお任

せ、区役所にお任せで、自分のところの隣近所もどないしてはるか、もうそれも分か

らないという状態になってきますのでね。現にもうそういう、特に市営住宅とか団地

はそれです。もう戸を閉めたらもう隣とは完全に、マンションなんかもう遮断されて

しまって、隣は何をしてるか全然分からないと。昔のようにお向かいさんや両隣さん

とか、そういうおつき合いがあったらみんな分かったんですけど、今もうそれがちょ

っと希薄になってますので、何とか今のうちにそういう教育をするというのが、養成

講座だからやってもらったら。 

 もう老人会でもそうです。そういうことを何かして、いろんな活動して人を集めて、

何とか関心持ってもらおう、引っ張り込むと。何かそういうことをしていかないと、

今の人はもう「人は人、自分は自分。」自分を守るのに一生懸命になりはるけど、人

の世話はもうどうでもいい。横に自転車転んでいても知らん顔ですからね。何かそう

いう寂しい時代になってしまって、そこを何とか昔みたいに向かい三軒両隣みたいに、

隣組のつき合いできるような社会に何とかひとつそういう教育というのか養成という

のか指導というのか、また役所のほうでお願いしたいと思いますので。 

○久木部会長  あの今吉江委員から、何か人材センターみたいなのをつくったらど

うだというような意見あったんですけど、ひとつ。 

○河本保健福祉課課長代理  吉江委員のほうも老人会の会長をやっていただいてお

りまして、若い世代の加入をということで今回も会の名前をシニアアクティブクラブ

という愛称に変えられて、今ロゴもつくられていろんな募集もかけておられます。そ

ういう一つ一つの努力がやっぱり次の新しい会員さんなり、あるいは仲間を増やして

いくきっかけづくりになるんじゃないかなというふうに思います。 

 それと、もちろん講演会であるとか、あるいはその養成講座みたいなものも必要な

のかもしれませんけれども、それは例えばそれぞれの集めたい目的であるとか、ある
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いは地域の単位でもいいと思うんですけど、そういうところで開催することが本当の

一番自分に近いというか、集まりに、趣旨に近いことになるのかなと思いますし、そ

れへの支援とか、あるいは今また社協に頼ってしまうかもしれないんですけど、生活

支援コーディネーターという集まりの場をつくるコーディネーターもいてますので、

そこと区役所も連携しながらそういう、例えば担い手づくりというか、集まる場をつ

くったり、進める人を育成したりというような形は進めていけるつもりにしておりま

す。 

○吉江委員  私ども、この間からちょっと手遅れなんですけども、とにかく会員に

なってくれと。７０になっても７５になってもどうですかというと、いやまたそんな

と言って逃げはるんです。なかなか老人会入ろうかという人は少ないんです。 

 だから、それはもう仕方がないので、それよりもこの間の区民まつりでも私ども今

までうちのブースでは囲碁将棋をやっておって、これ今年は将棋ブームで子どもさん

がちょっと増えたというくらいなんですけども。それよりもちょっとお母さん方引っ

張り込むように、子どもに魚釣りさそうかと。それでちょっと魚釣り遊びというのを

やってね、それは手前にみんなつくったんです。そしてそれひっかけて釣る。そした

らね、若いお母さんが一緒に来る。ちっちゃい子。それはまだ保育所、幼稚園行って

る子から小学校行ってる、それぞれのやり方、マグネットでつるやつと、それとひっ

かけるやつと両方つくってね。そしたらね、そのとき老人会にいろんな資料とか、そ

れから会の宣伝文句いろんなの持って帰って見てもらうというので、袋に入れてみん

な渡したんです、いろんなものを入れて。そういうことで、そういう若いというか、

そこの人から関心持って、老人会の今年てるねと。なのでこのネットワークでもそう

です。ネットワーク、こんなに苦労してはるよと、どうですかという具合にして、や

っぱりそうこういうふうに渡しておいたらね、それを今すぐにはなかなか反応があり

ませんので、私はもうこれは３年でも５年先のほうでいいと。今から活動しておかな

いと、それでやろうということでこの間魚釣りやったんですけどね、用意したのが全
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部出てて、まだ足りなくて、非常に若いお母さん方に好評でした。 

 そんなことで、やっぱりその対象、自分たちの幅だけにしないでもっと下げてやっ

たら、ちょっとうまくひっかかるかもしれない。そんなことで、やっぱり活動するこ

とです。 

○久木部会長  はい、ありがとうございます。 

 老婆心ながら言えば、やっぱり福祉政策って地域活動協議会でやらなきゃだめなん

ですよ。これが、ですから、福祉施策全部を社協でやれって、それ無理なんです。だ

からやっぱりそこに人も集まらない、動きもとれない、いろんなところにやっぱり出

るので、これはちょっと次回考えてほしいですね。この、これについてはぜひお願い

します。 

○野村副区長  先ほど部会長さんから将来の目標をどうやって立てていくかという

お尋ねがございましたけれども、確かに行政の予算というのは単年度単年度のものな

んですけども、大阪市全体としまして、例えば高齢者福祉計画ですとか障がい者支援

計画、地域福祉計画での各分野の計画がございまして、こういうのは大体３年くらい

のスパンで社会制度の変更を見ながら見直しを行っていくというふうになってまして、

鶴見区としましても地域保健福祉ビジョンというのがありまして、その大阪市の計画

を踏まえながら進めていくということでやっております。 

 そういうところで今後大阪市の区がどうなっていくかというのがちょっとなかなか

難しい問題がございますけれども、その時々に合わせて見直ししながら進めてまいり

たいと考えております。 

 それから、先ほど吉江委員からございました各種講座の件でございますけれども、

保健福祉センターでいろんな健康づくりとか食育とか、各種の講座やっておりますの

で、そういう講座を受けていただいた方がまた地域のボランティアとして活動してい

ただくというような取組みも、引き続き必要であればやっていきたいと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 
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○久木部会長  はい、野村副区長さん、ありがとうございました。 

 それでは、ほかご意見なければ、続いて健康づくりへの支援ということで事務局か

らの説明をお願いします。 

○大田保健福祉課担当係長  保健福祉課の大田と言います。よろしくお願いします。

座ってさせていただきます。 

 私のほうからは健康づくりへの支援についてご説明いたします。 

 これまでの取組みとしまして、健康寿命の延伸を目的として、特に生活習慣病予防

とした肥満者、メタボ予備軍の減少を目指してまいりました。 

 取組み実績といたしましては、幅広い年代の方に向けた健康づくりへの動機づけと

なるような事業を実施してまいりました。具体的な取組みとしまして、現在どの事業

も秋から冬にかけて実施に向けて準備中ではございますが、誰もが簡単に運動を始め

てもらえる事業として、今回１０月５日と１１日の２日間にかけて実施されるウォー

キング教室を今月２０日までで募集をかけています。 

 また、ウォーキングの習慣化を支援するものとして、ウォーキングカレンダーの配

布を予定しています。見本がこちらになります。 

 また、来月１０月２８日には食育フェスタと健康展の同時開催を予定しています。

お配りさせていただいているこちらのチラシがちょうどでき上がりましたので、お配

りしているところです。 

 １２月にはこころの健康づくりとして、睡眠と健康をテーマとした講演会を予定し

ています。こちらもチラシができましたので、参考にお渡ししています。 

 次に、現状と課題につきましては、国民健康保険加入者で４０歳以上の特定健診の

方の状況となりますが、大阪市全体ではメタボに該当する人や肥満者と判定が出た人

が増加傾向にある一方で、鶴見区民の方は減少傾向にありますのでよい結果と言えま

すが、メタボ予備軍と判定された人の割合が大阪市平均を上回り、増加傾向にありま

す。それで特に男性は５０代から６０代にかけて、女性は６０歳代以上の方で脂質異
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常割合が高くなっていることから、この年代の方をターゲットにして日常生活で運動

習慣を図る取組みが必要と感じています。 

 これらの現状等課題を踏まえまして、平成３０年度の取組みの方向性といたしまし

ては、従来から取り組んでいます健康まつり、食育フェスタ、ウォーキング教室、健

康に関する講演会、広報紙やホームページなどによる健康に関する情報の発信を継続

するとともに、現状も健康づくりの啓発として食育啓発や百歳体操などの健康講座な

どでご協力いただいています地域団体や関係機関の皆さんと一緒に、来年度は地域ご

とに運動の習慣化に向けた環境整備への取組みを強化していきたいと考えています。 

 例えば、スポーツ推進委員の皆さんと新たなウォーキングコースの作成や、健康づ

くりの推進協議会の皆さんのご協力で自転車や車を使わずに歩くことで消費できるも

のなど、会館から駅まで、歩数などの計測をして、それを啓発ポスターとして貼り出

すことなどを考えています。また、食推さんと一緒に消費できたカロリーを食べ物に

置きかえてみたらどれくらいになるかということも一緒に取り組んでもらい、ご提供

できるように進めていきたいと考えています。 

 この項目につきましては、拡充とさせていただいています。 

 私のほうからは以上です。 

○久木部会長  はい、ありがとうございました。 

 これについてご意見ございませんでしょうか。 

 田中委員もずっとウォーキングされていますけど、どうですかこれ。 

○正脇委員  あの、先ほども言いましたけども、非常にいいことやっていただいて

いるんですけど、どうもやっぱり実際に実を上げようと思えば、今表面的なこといく

らやったってならないと思うんですね。 

 実は私ごとで申し訳ないんですけど、この前糖尿病ということで診断されて、古い

人は知っておられるけど、僕ものすごいおなかこう出てました。今へっこんでると思

うんですけど。８月に１０日ほどちょっと入院して、教育入院ということで食べ物か
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らいろんなカロリー落とすこと、いろんなことをやったんですけども、家帰ってしま

うと食べ物の関係はほとんどもうできないんですね。そんなこと言ったら家のほうは

もう死んでしまいますから。それよりも僕がものすごく効果があったなと思うのは、

例えばこの食育のときにいろんな健康のバロメーターつくるでしょ。血管年齢だとか

いろんなことをやったり。それと、そういうことに対して目標数値を自分でつくって

みるとか、誰かがつくるとか。僕は食べ物は７割から８割ぐらいに減らして、そのか

わり朝と晩と歩いているんですよ、今。まあ４０分くらいですけどね。朝４０分、夜

４０分。それで４キロ減りました、８月と今現在でね。おなかもへっこんだんですけ

ど、これでいいのかなと思って、今まだ疑心暗鬼で思ってるんですけど、どこか体悪

いんじゃないかなと、減ってきたから、思ってるんですけど。 

 やっぱり個人の動機づけというのは研修、学習活動でいろんな形でやっていただい

てますけど、あまりこう響いてこないんですね。そしたら、鶴見区で今メタボが多い

と、予備軍が多いということですから、予備軍を完璧に減らす何か法則ないのかとい

うことを、やっぱり食べ物減らすことと歩くことが一番いいと思うんです。教育もい

いんですけどね。 

 先ほどちょっと説明の中にありましたこの広報紙を投票して評価して表彰するとい

うことをおっしゃってましたね。どういう意味でされるのかそれは知りませんけれど、

この歩くということに対してもっと個人的に表彰できるような、積み重ねでできるよ

うなものを何かできないかどうかね。というのは、これ今まで健康の教習だとかカレ

ンダーもいいことで、食育フェスタもいいことですけど、大概年に一遍しかやってま

せんわね。年に一遍やったら、もうしないよりしたほうがましだし、予算の関係もあ

るからそうなるんだと思います。予算と人のものもあると思いますけども、実のある

何かね。個人にズバッと何かインパクトを与えられるような方法にお金を集中したり、

人を集中してやったほうがいいのではないかな。そのようなことを考えてちょうだい

というのが私の意見です。すみません。 
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○久木部会長  ありがとうございます。 

 今の件で大田係長、例のウォーキングの何かランキングして表彰できないかという

意見と、それから今正脇委員が言ってた、予算の関係もあるけどもうちょっとこうい

う歩くということ大事だから、もうちょっとできないかというような意見あったんで

すけど、いかがですか。 

○金森保健副主幹  保健師の金森です。座らせていただきます。 

 とてもいい意見ありがとうございます。ウォーキングに関しましては、非常に難し

いところもございまして、今おっしゃっておられます糖尿病とか治療されたり、高血

圧治療されたり、医療が必要な方のウォーキングと、全く健康で病気が全然ない方の

ウォーキングというのはちょっと意味合いが違ってくるんですね。それで今すごくい

い意見いただいたんですけど、歩数を伸ばせばそれだけどんどんいいという方もおら

れるんですが、やっぱり血糖値とか高血圧とか値に応じたウォーキングが必要な方も

ありますので、その辺非常に難しいところです。 

 そのあたりでランキングという意見もうちの担当内でも一部ちょっと出たんですけ

ども、８，０００歩が１０，０００歩、１０，０００歩が１５，０００歩になれば、

その人が一番いいという考え方も一つはあるんですけども、その方が５，０００歩で

も毎日続けたらいいというとこら辺で、病気との関連がありまして、来年度は環境面

に施策をシフトして、目安として区役所から会館まで１キロで大体１０分でこのくら

いですよということで、目安を環境整備してということで取り組んでいただくという

ことを考えてこの計画になっております。今の意見もごもっともなことなんですけど、

その辺を慎重にウォーキングの歩数を合わせていく必要がある方もおありということ

での検討になりました。 

○久木部会長  はい、ありがとうございました。 

 すみません田中委員、後になってしまって。 

○田中委員  先ほどからお話聞いてまして、地域活動とか、それから昔の社協です



－22－ 

かね。そういう町会活動を含めてやってこられた先輩がたくさんで、私からそういう

点ではあまり意見なかったんですけど、私の出番というのですか。最後この健康支援

ということで。 

 今お話大田係長からありましたけども、保健師の先生からもいいお話いただきまし

た。私は健康づくりというのは基本的に自己管理だと思っているんです。だから、自

分でそういう自然回復力というか、十分理解して、自分で自己管理していくという。

食べる、それから睡眠もそうかもしれません。寝て食べて、運動して排せつすると。

これが自然のそういうルールだと思うんです。だから自己管理が基本と。 

 今、さっきのお話、保健師の先生のお話聞いて思ったんですけど、１週間くらい前

ですかね、テレビでウォーキングの先生が、どこのテレビだったか、ＮＨＫか何かで

すかね。３０分くらいの番組やってまして、歩けば歩くほどいいんじゃないんですよ

と。１日８，０００歩でいいんですと。８，０００歩の中で、それは階段上がったり、

主婦の場合は掃除したりですね、食事したり買い物行ったり、それも含めて８，００

０歩でいいんですよと。それ以上することは別に要らないと。１５，０００歩歩いた

からといって、それは健康に本当にいいのかということはわからないと、そういうお

話なさってました。ただ、８，０００歩の中で有酸素運動というんですか。ちょっと

力入れてする歩き方を２０分すれば、１日で２０分すればそれで十分ですと。まあ毎

日やるのがいいんですけどできない日もありますので、そのときは４，０００歩でも、

翌日翌々日にまたそのカバーしておけばトータルとして８，０００歩で十分なんです

よと。１５，０００歩歩いて、それでも肥えてる人は食べ過ぎなんですよと。その人

は食事を改めないと糖尿病になったりそういうものになると。そういう話がありまし

た。 

 それともう一つですね、これは私の自己管理の中で心がけていること。これ間違っ

てたらまた先生指摘していただいたらいいんですけど、空腹時に運動をしてはだめと。

だから、私は朝起きたらまず水を１杯飲みます。小腸の動きを活動させて、それから
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朝食をとります。朝食とったあと散歩に出ます。大体３０分。３０分以上はちょっと

時間もあれなんで、３０分歩くようにしてます。もう雨の日もいろいろあるんですけ

ど、できるだけ続けると。そういう生活で肥満になったこともないし、糖尿病系のそ

ういう診断を受けたこともありません。だから、やっぱりそういう毎日毎日の積み重

ねが健康寿命を延ばすと、そういうことです。 

 えらい長い話になりましてすみません。もう一つだけ、せっかく皆さんこうして集

まっておられるので、特に行政に携わってる区役所の皆さんおられるのでね、健康ま

つりいろいろやっていただいてありがとうございます。本当に私どもできるだけ参加

させてもらって参考にさせてもらっております。やっぱりこう運動というのは健康運

動ですね。鶴見区民の健康運動になるようなそういう盛り立てを、それは啓発とかそ

ういういろいろ講演とか、それからいろんな先生呼んで来たり、そういう企画をやっ

ていただけたらありがたいと思ってます。 

 以上です。 

○久木部会長  はい、ありがとうございました。何か貴重な意見たくさんもらいま

した。８，０００歩でいいんやで。その間に２０分有酸素運動もせいよという、あと

無理はするなよ。自分の体に合わせた、身の丈に合ったウォーキングやれよというこ

とを今言っていただきました。 

 ちょっと最後に田中委員言われたんですけど、啓発活動、啓蒙活動ですかね。こう

いうふうにやったほうがいいですよとか、さっき保健師さんにも言っていただきまし

た。そういうのというのは今後どうなんでしょうか。 

区としてそういう会を持つとか、あるいは区民センター大ホールに誰か呼んで１回や

るとか、そんな企画を今後どうですかという提案なんですけど。 

○金森副主幹  すみません、金森です。数年前に健康まつりのときにウォーキング

の教室をさせていただいたんですけれど、健康まつりってちょっとお祭りのイメージ

がありまして、割とあちこちの部署でにぎやかにいろんなことをされてますので、そ



－24－ 

のときにしてたウォーキングがなかなか効果的なウォーキング教室とかＰＲができな

くて、別で数年前からウォーキングというのを教室として、今年度に関しましては２

回こういうのさせていただいて１回目は区民センターの大ホールで、２回目は緑地を

使ってウォーキングという形で、形を数年前から変えております。だから一時は健康

まつりでさせていただいていたんですけど、なかなか集中して効果的なウォーキング

を学ぶということができにくく感じましたので、ちょっと形を改良させていただいて

ますが、そういうことが大事だという啓発はもちろん続けて、そういう機会でさせて

いただけたらと思っておりますので。ありがとうございます。 

○久木部会長  それでは、もうひと方。 

○田中（潔）委員  ちょっと補足だけ。その催しなんですけど、ちょっと難しいか

なと思うんですけど、ラジオ体操も６時半からするんです私。あれ８月は巡回してい

るんです。鶴見緑地で一遍１，０００人ぐらい集めてやったらどうですか。全国放送

ですよ。そんなことが参考になるかどうか、大変だと思います。以上です。 

○久木部会長  ＮＨＫを呼んでね。 

○田中（潔）委員  鶴見緑地で１，０００人集めなあかんですよ。 

○久木部会長  １，０００人は集まりそうですね。 

○田中（潔）委員  １，０００人くらい集まると思うんやけどね。 

○久木部会長  集まりそうですね。今３カ所くらいでやってるでしょ。鶴見緑地ね。

あれ集めるだけで３００人くらいおりますよ、今。 

○笹原委員  各地域の健康まつり的なところで、茨田東さんはウォーキングの基本

をやっておられるんですね。緑もウォーキングとか体力測定とかいろいろやっている

ということで、それぞれの地域ではそういうふうなウォーキングとか、全体ではまだ

できてないですけど、それぞれの地域では基本的なウォーキングの仕方やっておられ

ました。 

 今さっき、糖尿だとかなんとかとおっしゃるんですけど、皆さん食育のときの場で
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お話ししているが、自分が病気にならないと絶対改善しないです。幾らこちらが基本

的な味というのはこういうもんですよと、皆さんの食生活どうですかと言うと、自分

に合った食事の濃さとかそれが当たり前できてるから、まずは糖尿とかいろんな病気

になって初めて医者にかかって、自分の食生活はいかんかったんやなというのを感じ

られるということが非常に多いということで、本当これ地道な活動だと思います。 

 田中さんも男性料理教室に来ていただいて、調理実習をしていただいてこのお味は

どうですかと、薄いなという方がだんだん少なくなってきたというのはすごくいい傾

向だと思うんです。基本のお味に皆さん意識が高まってきたというところ、すごく感

じるんですけども、やはりいろんなことをやってることを広報でも何でも見ていらっ

しゃらない、知らない、いろんなことをやっておられるこの食育フェスタでも、触れ

ることによって、まず足を運ぶことによって、なるほどなこういうことをやってると、

３Ｄ身体計測なんかみどり健康まつりでやってて、これはすごくすばらしいことだな

というのは自分の何年か後はこういう体型になる、このまま食生活を続けていたらこ

んなんなるということを教えていただいた。出向かなきゃ教えていただくことができ

ないという結構こういう啓発活動はされてるというか、してるのにもかかわらず見て

ない、参加してない、その自己責任という部分が結構大きいところがございます。と

私は感じたんですけど、やはり自分の体は自分しかわからないですし、自分に合った

運動、食生活ってあるんで、これでなければならないというもんではないんです。た

だ、それを知っていただいて今の自分の食生活がどうなのかというのを気づいていた

だく、お互いに。だから痛風になってこの値が多いんだ、じゃあビールを２缶から１

缶にしようとか、そういうのはその人しかできない。だからこれはやっぱり自己啓発

でしかない部分が大きいかなと思います。すみません。 

○久木部会長  ありがとうございます。田中委員言われてた、最後は自己管理なん

ですけど、でもやっぱり問題になるのは自己管理、みんなわかってる人はいいんです

よ。要するにわからない人がいっぱいおるから何とかせなあかん、そこが実は問題に
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なってくるんで、それをどういうふうに啓蒙活動、啓発活動やっていこかというとこ

やと思う。そこで、区役所の皆さんも随分苦労されとるということなんですけど。 

 吉江委員、すみません。 

○吉江委員  今そういう健康管理とかいろんなお話あったんですけども、今百歳体

操が非常に普及しております。行ってた茨田東でも月３回やってはるのかな。それか

ら、そこの老人福祉センターでＡＢコースで月７回やっております。けど、メンバー

はそう変わりまへん。そこが問題なんですわ。もっと手軽に参加できるように、もっ

と普及するとか何かをしてもらわんと同じ人ばっかりやってるわけです。そういう普

及活動をもっとしてもらうのと、特に地域でやってもらうように。福祉会館の空いて

るときは何とか近くの人も連れてきて一緒にやるとか、あとおいで言うたらこのセン

ターなんかやったら元気な人でないと来れませんからね。その点地域の福祉会館やっ

たら、近くの人がお互い助け合いしてきて運動できますので、そういう機会をもっと

もっとやってもらえるように、地活でやってはるのよね。もっとそういう若い人にリ

ードしてもらうようにしてほしいと。 

 それと、歩こう会ですけど、私ども区労連で４年に１回大労連が推奨して高齢者ウ

ォーキングと言うて各いろんなコースをつくって１年間毎月１回か、今２回、３回も

あったんかな、今年の春３月で終わったんですけども、あと自主的にやりましょう言

うてもやりません。やっぱり何かそういう旗印揚げんとね、誰かがリードでやってな

言うても結局誰もしてくれんさかい、それでこの活動は１年やって終わり。ほんで何

年かしてもう一回またやる、その繰り返しでやっとるんですけども、このウォーキン

グでもワダカルシウムさんなんかやってますね。去年やってはりましたね、何カ月間、

二月か三月か。そういうところとタイアップしてやるとか、何か盛り上げる、ワダカ

ルシウムさんのとき、よくうちとかち合うたときがあったんです。ほいなら向こうの

ほう行ったら何かくれるさかいって、向こう行きはるんです。そういうちょっと何か

あったほうが、みんな参加しはるのもあるし、それと高齢化していくようでしょう思
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たら区役所でもっと旗振ってもろて月に１回やるということで、１回歩いて１回講習

とかいうこれも大事ですけども、鶴見区は緑地公園があるんです。こんないい好条件

の区はないんです。区民まつりしても鶴見区は断トツです、すごい人で。よその人が

何かと感心してええなと。ここ歩こう会でも東淀川区とか住吉とかから歩きに来はる

んです。そういういいものを持ってますので、それを利用してもっとここで歩こう会

とか、何かをひっかけてやるとかね。 

 昔、私ひまわり会という保健所の会の初めのうちで、東海道五十三次なんかつくっ

て、そこへずっと書いてその用紙がいっぱいになったら１年間何枚ためたとか言うて、

表彰しとったんです。３枚集めたとか。全部歩いて１０万歩かな、１年間それが何カ

月間と歩きはるんですけど、それを１年間統計して表彰しておったんです。しまいに

歩かんでも丸書いて持って来はる人増えてきて、言う人がおって、歩いてへんのに丸

で持って来はるとか、それでやめたんですけど。やっぱりそういう表彰制度です。昔

子どもがラジオ体操行くのに発行して、皆勤したら何かもらうとか、そういうシステ

ムをつくってあげて、そういう活動に参加しはったら１年にまとめて表彰するとか、

区民大会か何かのときに。そんな大層な商品は要らんさかい、紙１枚でもいいさかい、

そういう表彰状出してあげるとかしたら励みになりますので、増えると思いますし、

やっぱりただより何かあったほうが、と思いますので。 

 すみません。 はい、どうぞ。 

○笹原委員  今の地域振興じゃないけど、表彰の分なんですけど、紙１枚もらうよ

りその区の予算が立てば、自分の健康、ウォーキングするなりなんなりをずっと続け

たり、健診をずっと続けてこられたりするのにスタンプを押してもらって、健康にな

るためにそれをずっと続けて、１０回なり２０回なりちゃんと自己管理できてやって

ますねという人には地域振興券なり何か予算の中から発行してやっていってる。静岡

県そうなんです。地域、ふじのくにという。そこ健康寿命というのはすごい延びてる

というところで、その地域振興券ってむちゃくちゃ高いんじゃないんだけども、頑張
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ってる部分でランク分けして最後にこういうふうに頑張った人には勝利のレシピ集と

か、そういうふうなものもあって、予算がそちらのほうに向けば皆さんの励み、紙１

枚は別に要らんわとか、すごく立派な１００歳になって表彰状よりも金一封がありが

たいとかと言うぐらい、やはり本当に励みになるというところのものというのは必要

かもしれません。啓発に関して。 

○久木部会長  今何かこんなふうに話がどんどん変わってますけど、これは健康で

やるんか福祉でやるんかですね、どっちの予算使うかわからんのですけど、こういう

のは１つちょっとおもしろいかもしれませんね。 

 ちょっと事例でありまして、お年寄り６５歳の人がもう２８％になったとかって言

ってますけど、特に吉江委員の老人会のほうで言ってほしいんですけど、１００歳に

なってもいいんですよ。健康だったらいいんです。歩けたらいいんです。自分のこと

やれたらいいんです。いろいろかからんのですからね。だからやっぱり地域、それと

特に地域の老人会とか中心になって、何か思索していかなあかんのでしょうね。多分。

それを国だけ頼ってもそこは無理があるんでしょうね。というのは、自分らゲートボ

ールやグラウンドゴルフだったらみんな行ってるんです。ほんでこっち何かするとき

いったら全然集まらないんですよね。だからやっぱりそこら辺もちょっとあるんかな

というふうに思います。 

 ただ、さっきのあれは福祉予算とか使って何かできないんですかね。何かおもしろ

いですよね、野村副区長。 

○吉江委員  国民何とか大会とか、ゲートボール大会とかグラウンドゴルフ大会と

か年に１回。 

○野村副区長  先ほど委員にいろいろご指摘いただきましたように各地でいろんな

ポイント制度とかそういう景品を出すとか取り組んではるのもたくさんあると思うん

です。またそういうのを参考にしながら、どういう形でやっていくのが一番いいのか、

これから検討してまいりたいと思います。 
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○早野副部会長  大阪ガスが大阪城公園でウォーキングやってますよね。あれが必

ずお茶入れ、ポット、水筒、あれをくれるんです。紙に判もらってしたらそれをくれ

るんですけれど、今年からそれがないんですって。そう言ったらうちの連中もみんな

やめたって言うてるしね、やっぱり何かがあれば皆さん集まるんじゃないかなと思う

んです。結構なかなかいい話も、各ウォーキングの先生が来てやりますし、私たちも

何十年と行ってるんですけどね、それは。地区ではしないんですけど、それだけは物

くれるから行ってるんかな。確かにそういう話がうちのほうにもたくさん挙がってま

す。今度はもうウォーキング行っても何ももらえないからねって言って、楽しみがな

いわとか言ってるんですけど、そういうこともありますので、お願いします。 

○久木部会長  最後に活発な意見をいただいたんですが、これで一通り終わったん

かなというふうに思います。 

 あと、予定されてる議題はこれで全部終わりました。 

 私のもと一緒に部会をやらせていただくのも今日が最後ということで、今までやっ

てこの区政会議の委員になってどうやったんかなと、一言ずつでも結構ですからご感

想を順番にいただければなというふうに思ってます。 

 笹原委員からこう回りましょうか。どうぞ。 

○笹原委員  こういうふうにしゃべるのは本当苦手なんですけども、いろいろ皆さ

んのご意見を伺う中で自分が今までスルーしてた見て来なかった部分というのが、結

構この視点で見ればこうなるな、この視点で見ればというので、随分昔からすると区

役所が変わってきたというのが、トイレの音姫さんというので音の出る、ここで水道

代はちゃんとできるんだなというこの音姫、音が出るのがついてるんです。だからそ

ういう一つ一つを区役所の一つ一つに関心が持てるようになったということ。 

 そして、自分が気づいたことを皆さんにお伝えできるという部分が、変わったこと、

だから広報紙も随分今なんか、今日も見ましたけどもすばらしいです。１階の広報紙

それぞれ地域として皆さん頑張っておられるんだなというの、今まではスルーしてい
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たことが一つ一つ立ちどまって考えられるようになったという、基本に自分の感覚が

きてるんだなというところを学ばせていただきました。 

 本当に区役所の変わりというか頑張っておられるのが、この区政会議によってまた

皆さん活性化されてるんだろうなと、すごく自分の中でも活性化されました。 

 本当に、ありがとうございました。 

○久木部会長  はい。ありがとうございます。 

 では田中委員、お願いします。 

○田中（潔）委員  伝教大師の言葉ですかね、「一隅を照らす此れ則ち国宝なり」

と。実にこういういい委員をさせていただきまして、そういう志の高い一隅を明るく

していると、そういう方々との交わりができました。これは私にとってものすごく刺

激になりまして、頑張らないかんと。もう７０になりましたんですけど、もう一頑張

りできるんじゃないかなと、そういうふうに今思ってる、それは一重にこういう役割

を担わせていただいて、そういう志の高い人と交わりが、あるいは見れたと、これが

私のものすごく収穫です。 

 それともう一つ、鶴見区役所ってあんまり縁なかったんですけども、こういう役割

させていただきまして、区長さんを初め皆さんと親しくお話できる機会ができまして、

本当に頑張っておられるなとそういう感謝の気持ちで今いっぱいです。 

 引き続いて頑張っていただきまして、鶴見区をどんどん盛り立てて、２４区の中で

ナンバー１とそういう区にしていただけるように、私も陰ながら応援しますんで頑張

っていただきたいと思います。以上です。 

○久木部会長  はい。ありがとうございました。 

 それでは、正脇委員。 

○正脇委員  特に考えることはないんですけど、今日アンケートを書いて頂戴と言

うてこの紙もらったんですけど、やっぱり私自身としては勉強不足のために知識が不

足していたんだなというのがよくわかりましたし、それから区政会議は２年間参加さ
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せていただいてるんですけど、あまり区政に参画している実感が私自身はなかったと

いうのが非常に残念なんです。自分自身が残念なんです。 

 それと、やっぱり先ほどの会議の中で言われたように、私の場合は大阪市の中で鶴

見区が係数ではかれる部分は、これは一番になるんだというような目標をすかっと立

ててもらって、全員がそれに向けて何をすればいいんかと、お金の問題についてはど

こかに集中してどこかを削らんと、パイは決まってるんですから、何かやり方とか方

法あるんではないかなと思う。でも、役所の行政にとってはこれがベターかなと、と

言うのは何年も何年も続いていくわけですから。これでベターかなと。そんなこと考

えて区政会議に本当に参加して言いたいこと言わせていただいたんかどうかというの

は非常に自分自身疑問に残っております。 

 どうもすみませんでした。長い間。 

○久木部会長  正脇委員、ありがとうございました。 

 吉江委員。 

○吉江委員  私は、うちの前会長の佐藤さんの急逝で急遽私がということになって、

区政会議に参加させていただいておるんですけども、私はもう区老連って言うんです

か、ここの窮状を訴えて何とか盛り返したいと、何とか若い人に老人クラブに入って

もらうようにしたいということで、前の区長さんにも何とか新しい組織をつくってく

れと、今の組織にはもう入ってけえへんのやさかいに、そういうことを行政でできへ

んのかとお願いしたこともあったし、今の区長さんにもそれはお願いしたことあるん

です。けど、それは他力本願でないやっぱり自分らがやらんことには、そういうこと

で私今ここで絶えずこういうことやってる、こういうことする、とにかく何とかとい

うことで、この間も今年もいいアイデアをもろたんです。私も言われまして、老人会

の名前が古いでと、そんなもんで誰が入るんだと言われたし、それで何とかと思った

けど、別に老人は老人やけど余り変える必要ないん違うかと、自分は自信もってやっ

とったらええことやし、そんな卑下せんでもええんと違うかと思ったりもしたけども、
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やっぱりこれからの時代はそういうこと言うとったらあかんと、ほんなら何かどない

しようかなと言うとったら、たまたま河本さんからアイデアをもろたんです。ちょう

ど来はって、吉江さんどうやねと、ちょうど館長もおって、ほんで３人でどうのこう

の言うてそこでぱっぱっぱとアイデアが出て、ほいでロゴとかマークを、決定してか

らいろんなあれ頂戴したり、いろんな便宜図ってもらいまして、とりあえず今試作品

をつくってこの間の区民まつりでは配布したんです。そんなことで、それをまたいろ

んなクラブの会長さんでも貼るシールを欲しいと、そう言うて自分とこでそれ物に貼

って町会長やそこらに配るようにするとか言うて、そういう案も出てきたりしていろ

んな活用方法があるんで、とにかく名前を売ると、老人会はこういった活動している

ということを知ってもらう、これがまずやと。入ってもらうのはその次にしようとい

うことで、今とにかく何でもやっていこうと。この間も救命講習やったんですけども、

これも初めてのことで、今まで消防署でやってたことあったんで、それよりも一般の

人とかセンターの職員とか事務員とかそこらみんなでやるいうことが、ただ会長が研

修で行くとかそれよりもそういう、ちょうどあそこの内側にはとぽっぽ保育所があり

ますので、そこの人らにも参加してもらいまして、来年のまた２月にも今度女性部だ

けでご飯を炊くとかいろんな何かをみんなでやろうとアイデア集めたりしてるんです

けども。 

 そんなことで、ここでいろんなご意見頂戴しまして、それを私またうちの自治会会

長会でそれをみんなに話したりそういうことで私もまた発言したり、そして自分の発

言したことには責任を持って行動せんとあきませんので、そういうことで非常にご意

見聞いたり言うたりしたことが自分の身について、本当にいい区政会議で勉強させて

もらったことがプラスになって、老人会も生き返ろうかなと思って頑張ってしないと。 

 それと私当初はほんまにやりにくかったのは、うちの息子が前にここでお世話にな

っとったんです。ほんで息子の後やらせてくださいと、おまえのところの息子しっか

りしとったけどおまえはあかんでと、そんなことになったらえらいことになるし、逆
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になってもつまらんし難儀やな思って、一時は出席させてもらうのも迷ったことあっ

たんですけども、それよりも自分の思ってることを言うて皆さんに聞いてもろて、そ

れに対する反応を聞いてやっていったほうがええんとちゃうかと、開き直りと言うん

でしょうか、そんなことでとにかく頑張らせてもらいました。 

 本当にありがとうございました。またこれからも、よろしくご指導いただきますよ

うにお願いしたいと思います。ありがとうございました。 

○久木部会長  吉江委員、ありがとうございました。 

 それでは、副部会長としてずっとサポートしていただいた早野さん。どうぞ。 

○早野副部会長  いよいよもって区政会議終わりですけれど、私も吉江会長からず

っといろいろ話聞いてて、茨田東もずっと回ってウォーキングできる、ありますよね。

あれをやって何か景品でも出すとか、やったら集まると思うんですよ。ほんで公園で

体操を最後にするとか最初にするとか、それをいつも思ってるんやけどね。結構回る

のあるでしょブロッサムのほうからずっと小学校のほう回って、ほんなら結構いいん

じゃないかなと思って、大阪城公園も何回も行ってみて、ちっちゃいので自分とこで

できないかなと思ってたんです。 

 それと、この前私九州に行ったもんだから、九州に認知症の人連れて帰ったんです。

大変だったです。本当に大変だったです。それで向こうで姉がちょうど役員やってま

して、食事のことをやっぱりやってました。そのときに食事を人がしてくれるんです

けど、一人一人そのときの材料を持って帰るようにと、持って帰ってつくってくださ

いと、１回ここでやりましたので今度は自分で持って帰って１回試してくださいとい

うことをやってましたけど、それを姉が持って帰ってやってたから私らもそれやった

んですけど、あれは私いいなと思ったんです。ここだけでつくるのやったら、あんた

は切る人、あんたは味つける人とこうなるとわからない、はっきりしたあれが。それ

も経験したことがあるので、これはいいな、こんなん持って帰って自分とこでつくる

ということは、それを見本にしてというかそれを参考にしてするのはいいなと思いま
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した。そういうことです。 

 女性会も頑張っていこうとは思ってますけれど、３月までですので、よろしく。 

○久木部会長  ありがとうございます。 

 それでは、２年間本当に早いもので、もう２年たったかと思うんですけど、吉江委

員は途中から参加されたというんですけど、非常に活発に意見を出していただいて、

正脇委員も最近は入院されたりいろいろ体のことはあったんでしょうけど、しっかり

出ていただいて意見も言っていただいて。 

 田中委員はいつも真っすぐ前向いてしっかり考えていただいているんかなと。 

 笹原委員はやっぱり活発です。考えも活発ですし、どんどん行け行けどんどんで言

うんですけど、すごい行動力持ってるなと。 

 早野さんはほんまにこうやってサポートしていただいて、いいメンバーに恵まれて

この部会やっていくことができました。そういうことで、私のほうもほんまに感謝を

申し上げます。 

 ということで、いよいよ最後になってきました。ほんまに活発な意見をいただいた

ところなんで、ここで今日お見えになっている野村副区長から最後、総括でいただけ

ればなというふうに思っております。 

○野村副区長  本日は、遅い時間から足元の悪い中ご出席いただきましてありがと

うございました。委員の皆様方にはこの２年間大変お世話になりまして、まことにあ

りがとうございました。 

 いただきましたご意見につきましては、既に区役所として取り組んでおりますもの、

それから来年度以降の予算運営方針に反映していくように、たくさんに考えておりま

す。特に行政が気がつかないところをいろいろ教えていただきましたことを感謝いた

しております。 

 委員さんの任期が今月末までということでございますけども、引き続きまたいろん

な形で、お気づきの点がございましたらご意見いただければありがたいと思っており
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ます。本日はありがとうございました。 

○久木部会長  それでは、本当に２年間ありがとうございました。これで鶴見区区

政会議地域コミュニティ・保健福祉部会、これで終わりということになります。 

 私も非常に厳しいことばっかり言ってるんですけど、僕ね鶴見区役所一番いいと思

うんです。非常にみんな優秀で、優秀やから要らんこといっぱい言うてるんかなとも

思うんですけど、でもほかの区から比べると鶴見区すばらしいなというふうに思って

ます。ぜひ皆さん方おってくれるから、みんなも安心できるんで、できるだけ今後も

それぞれ分かれていかれるんだろうというふうに思いますけど、これからも鶴見区忘

れないで鶴見区のためにまた頑張っていただければなというふうに思っております。 

 それでは、長い間２年間ありがとうございました。 

 これで、閉会いたします。ありがとうございます。 

○岡田保健福祉課担当係長  すいません、それでは、最後に事務局のほうから事務

連絡をさせていただきたいと思います。あらためまして、本日は多くの貴重なご意見

をいただき、誠にありがとうございました。最後に、本日お配りさせていただいてお

ります、先ほど正脇委員からもありましたけれども、アンケートについてご協力をお

願いしたいと思います。６月に実施いたしました、区政会議においてもご協力をいた

だいたところではございますけれども、平成29年８月に策定いたしました「大阪市政

改革プラン2.0（区政編）」というものがありまして、それに基づいた、大阪市の統

一様式によるアンケートを実施する必要があるということで、ご協力いただくもので

あります。一枚ものでお手元に両面で、標題は区政会議に関するアンケートと書いた

ものでございます。再度、お手数をおかけいたしますけれども、本日この後ご回答を

いただきたいと存じます。お帰りの前に、お時間をとっていただくことになって、申

し訳ありませんが何とぞよろしくお願いします。あらためまして、委員の皆様には、

2年間にわたり、いろいろとご協力いただきまして、本当にありがとうございました。

事務局からは以上でございます。 
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○久木部会長  ありがとうございました。 

 

閉会 ２０時３１分 

 


